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おまえ、誰よ？

• 辻真吾（つじしんご） 

• 大学の研究所に勤めています（バイオ→エネルギー） 

• 応用データサイエンスという分野を作りたい 

• 小学生のころ（MSX2）からコンピュータが好き 

• BASIC, LOGO → C/C++ → Java → Python 

• 執筆企画は残り1つ（今冬には出せる予定）



PyCaretのはなし

• AutoML（Automated Machine Learning）のためのPythonライブラリ 

• （話すこと）PyCaretの概要といまの時点では注意したほうがいいこと 

• （話せないこと）機械学習の基本 

• もともとRにCaretというAutoMLライブラリがあった 

• 便利でいいなーと思っていたら、いつのまにかPython版が登場



https://star-history.t9t.io/#pycaret/pycaret&topepo/caret



https://pycaret.org/

ドキュメントにExample Notebooksがあるのでそのまま実行も可能



今日のデータ：クレジットカードの退会者を予想するデータセット

https://www.kaggle.com/sakshigoyal7/credit-card-customers



さっそく使ってみる



データのちょっとした前処理

セットアップ（目的変数の設定）

モデル探し
PyCaretのコードはこの3行



いきなりこれだけの結果がでる！

best_model



なにをやってくれているか？（抜粋）

• 全体（10127）を訓練データ（7088）とテストデータ（3039）に分割 

• 変数変換と欠損値の処理 

• 文字列で入っているカテゴリー変数をone-hot encoding 

• ちなみにこのデータには欠損値はないです 

• 各種機械学習アルゴリズムの訓練と、10-fold cross validationによる性能評価 

• ここではテストデータは使われない



テストデータで予測

予測の結果

各サンプルの結果

最初のセットアップで分割しておいてくれたデータを自動的に使ってくれる



plot_modelが便利

モデルを指定してROC曲線を描く例



説明変数の重要性（feature importance）をプロット



すこし手を入れたいと思ったらget_config関数

https://pycaret.readthedocs.io/en/latest/api/classification.html#pycaret.classification.get_config

まだまだ沢山ある



ちょっとだけパイプラインの中身を見てみる

パイプライン可視化のための準備

パイプライン自体はscikit-learnのインスタンス

内部ではPyCaret製のクラスが使われている



X_testを使った予測のやり方

これだけでできてしまうけど・・・

X_test_originalをパイプラインで前処理してからモデルに入力してくれる



このほかいろいろ

個別モデルのパラメータチューニング 

モデルのデプロイ 

ドキュメントにはAWSの例 

もちろん回帰にも対応 

クラスタリングもできる 

Plotlyとの連携してすごい可視化が簡単に
できる！（やってみる価値あります）



インストール 
pip install pycaret



仮想環境を作ってから

仮想環境についてはみんなのPython勉強会#67

「Pythonのインストールと環境設定」を参考に
してください 
http://tsjshg.info/20210310_TSUJI.pdf

とにかく依存するパッケージが多い 

パッケージごとにバージョン指定が
あるので、すでにインストールされ
ているパッケージのバージョンが変
わってしまう可能性も 

公式にはPython3.6～3.8までの対応 

pip install pycaretではjupyterlabと

pandasは入らないので追加必要



ところでそこのあなた

pipを利用したあと最後の行にときどき出るこのwarning 

見て見ぬふりしていませんか？



PyCaretのインストールは 
pipのバージョンを21.xにしてから 

python3 -m pip install -U pip 
Windowsではpython3の代わりにpyランチャーが便利



パッケージの依存関係を解決する方法がpipバージョン21から変わっている

普段pipを使っていてこんなエラーが出ていることに気が付いたことはないでしょうか？

21から--use-feature=2020-resolverがデフォルトの動き



まだまだ開発途上



compare_models()のあと

同じようなFutureWarningが40個くらい並ぶ 

pycaretがなかでsklearnを利用していて、sklearnからの警告 

ライブラリ同士が複雑に依存し合う最近のプログラミング環境ではよく見る光景



n_jobsパラメータにご注意

setupの出力（抜粋）

ちょっと前に謎のエラー（BrokenProcessPool）が出て困った 

すこし調べてsetupに n_jobs=1 を渡したら直った 

ただしエラーを再現できなかったので、ちょっと不確かな情報（すんません）

CPUコアあるだけ使う



まとめ

• AutoMLはlowcodeな機械学習 

• PyCaretはスゴイ便利なライブラリ 

• 教師あり学習では複数のモデルを一括トレーニング 

• ROC曲線など性能評価の可視化もほとんど1行で描ける 

• すごい勢いで開発が進んでいるフェーズ 

• インストールは仮想環境 

• エラーや警告が出ても焦らない


